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開館時間：午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）　休館日：毎週火曜日、祝日の翌日（11月24日）、年末年始（12月28日～1月4日）
観 覧  料：大人200円（団体160円）　学生100円（団体80円）＊団体は入館者20名以上、中学生以下・65歳以上、体の不自由な方とその介護者１名は無料

２０１７年１０月２８日(土) ‒２０１８年１月２８日（日）
後　　援：朝日新聞前橋総局、㈱エフエム群馬、㈱群馬よみうり新聞社、㈱ラジオ高崎、共同通信社前橋支局、群馬テレビ㈱、産経新聞前橋支局、
　　　　  J:COM群馬、時事通信社前橋支局、上毛新聞社、東京新聞前橋支局、高崎観光協会、毎日新聞前橋支局、読売新聞前橋支局
かみつけの里博物館　〒370-3534 群馬県高崎市井出町1514　上毛野はにわの里公園内　TEL : 027-373-8880

石
製
模
造
品
か
ら
み
る
ぐ
ん
ま
の
古
墳
時
代



◉交通のご案内・JR高崎駅から、群馬バス「井出経由しんとう温泉行」　秋葉前下車徒歩５分
・JR高崎駅から、市内循環バスぐるりん大八木線「北高先回り」で井出町西下車徒歩10分
・JR前橋駅から、関越交通バス「土屋文明文学館行」　かみつけの里博物館前下車すぐ
・JR高崎駅からタクシーで約３０分
・関越自動車道「前橋IC」から車で約２０分。

《博物館⇔高崎駅》　群馬バス　高崎駅～井出～しんとう温泉行（運賃大人 430 円）

市内循環バス　ぐるりん大八木線（運賃大人 200 円）　

《博物館⇔前橋駅》　※土屋文明文学館⇔前橋駅　
　　　　　　　　　関越交通　博物館～三ツ寺～前橋駅（運賃大人 420 円）バスのりば⑤

※月～金
　祝日除く

※土・日・祝

◉バス時刻表

高崎駅
秋葉前

井出町西
高崎駅西口

前橋駅
博物館前

8 : 4 0
9 : 0 7

1 0 : 3 0
1 0 : 5 7

1 2 : 3 0
1 2 : 5 7

1 4 : 0 0
1 4 : 2 7

1 5 : 5 5
1 6 : 2 2

前橋駅
博物館前

8 : 4 0
9 : 0 7

1 0 : 5 0
1 1 : 1 7

1 2 : 4 0
1 3 : 0 7

1 4 : 5 5
1 5 : 2 2

1 6 : 5 0
1 7 : 1 7

博物館前
前橋駅

1 1 : 3 2
1 2 : 0 4

1 3 : 5 2
1 4 : 2 4

1 5 : 4 7
1 6 : 1 9

1 7 : 3 7
1 8 : 0 9

博物館前
前橋駅

9 : 4 7
1 0 : 2 0

9 : 4 7
1 0 : 1 9

1 1 : 4 7
1 2 : 2 0

1 3 : 1 7
1 3 : 5 0

1 4 : 5 7
1 5 : 3 0

1 6 : 5 7
1 7 : 3 0

1 8 : 2 7
1 9 : 0 0

9 : 5 0
1 0 : 1 1

9 : 5 2
1 0 : 2 5

1 1 : 5 1
1 2 : 2 4

1 3 : 2 8
1 4 : 0 1

1 5 : 2 8
1 6 : 0 1

1 6 : 5 8
1 7 : 3 1

1 3 : 4 5
1 4 : 0 6

1 6 : 5 5
1 7 : 1 6

秋葉前
高崎駅

1 2 : 4 9
1 3 : 2 1

1 5 : 0 4
1 5 : 3 6

1 7 : 4 9
1 8 : 2 1

中尾先回り　
系統番号⑥

北高先回り　
系統番号⑤

高崎駅西口
井出町西

9 : 5 5
1 0 : 2 6

1 1 : 4 1
1 2 : 1 2

1 3 : 4 0
1 4 : 1 1

1 5 : 2 2
1 5 : 5 3

〒370-3534群馬県高崎市井出町1514番地
上毛野はにわの里公園内　電話027（373）8880

まが玉だけじゃない。
ぐんまの石製模造品大集合。

せきせい   も   ぞう ひん
大きな墓（古墳）がさかんにつくられた時
代。小さな石の祈りの道具「石製模造品」も
また、数多くつくられ、古墳の副葬品やムラ
のマツリの道具として使われました。埴輪
や鏡などと同様に、古墳時代の文化を構成
する重要な要素の一つです。この特別展で
は、かつてない数の石製模造品がかみつけ
の里博物館に集まります。小さな石からぐ
んまの古墳時代の特質を探っていきます。

● 連続講座
事前申し込み不要　参加費200円（入館料を含む）
平成２９年１２月３日(日)１３：３０～１５：３０
『群馬県の石製模造品』深澤敦仁氏(群馬県立歴史博物館)

平成３０年１月１４日(日) １３：３０～１５：３０
『他地域との関係性からみた石製模造品における群馬県の特質』
佐久間正明氏(郡山市文化・学び振興公社)

● 学芸員解説
各回30分程度　事前申し込み不要　参加には入館料が必要です
１１月１２日（日）１０：００～　１３：００～
１２月１０日（日）１０：００～　１３：００～

● 体験学習「滑石でつくろう！スペシャル」
特別展のジュニア向け解説を聞いてから、石を削ってアクセサリーなどを作ります。
１１月１１日（土）１０:００～１２:００
１１月２５日（土）１０:００～１２:００
１２月  ９日（土）１０:００～１２:００
各回とも定員２０人（小学生以上、３年生以下のお子さんは保護者同伴にて参加可）
参 加 費：200円（入館料、石材1個を含む）
申し込み：１１月３日（金）午前９時より電話受付（先着順）　TEL：０２７-３７３-８８８０

◆古墳の石製模造品　
古墳には鏡や刀だけでなく、石でつ
くったミニチュアの農具や工具も副
葬されていました。
精巧に作られた1点物から、驚くほ
ど大量の副葬品まで、石製模造品
の移り変わりをたどると、ぐんまの
古墳時代が見えてきます。

◆居館や祭祀にともなう石製
模造品
古墳を造った王の館、土器を
積み上げたムラの祭祀場、住
居、水田、峠など、生活のいろ
いろな場面にも、石製模造品
を使った祈りがありました。

剣崎天神山古墳（群馬県教育委員会所蔵）

◆石製模造品のひろがり
石製模造品は東北地方でも発見さ
れています。群馬の影響を受けたと
考えられる福島県の石製模造品を
紹介します。

松原Ⅲ遺跡（玉村町教育委員会所蔵）

◆石製模造品をつくる
群馬県西部には材料となる滑石の
産地があり、製作工房跡も数多く
発掘調査されています。砥石などの
道具や原石、未完成品から、石製模
造品づくりを考えます。

正直27号墳（福島県郡山市教育委員会所蔵）

原之城遺跡（伊勢崎市教育委員会所蔵）

石製模造品からみるぐんまの古墳時代


